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                                          Summary 

 Domaiboku is the woody debris consisting of tree stumps, limbs, and logging residue of Yaku-sugi, a local variety of 

Cryptomeria japonica on Yaku Island, Kagoshima Prefecture. Domaiboku is an expensive wood because it is the only 

material source for the traditional Yaku-sugi wood craft. The objectives of this study were to report the production process 

from a historical perspective and the current problem related to sustainable production. The study included interviews 

with agents of the national forest agency and production enterprise and a review of the current literature. As a result, the 

findings indicate that a continuation of the current practices is difficult because of the high cost and scarcity of resources. 

In addition, there are problems associated with the assessment of timber quality and the sale of the wood. Furthermore, 

feasible area in Domaiboku production covers about 17% of the available land on Yaku Island. However, it is difficult to 

say whether the production area has decreased because the production history is non-existent. It is necessary to delib-

erate with respect to utilization of the Domaiboku production.
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は じめ に

屋久 島の在来ス ギであ り一般 に樹齢が1,000年 以 上の個

体 をヤクスギ といい,1,000年 未 満 の個体 をコスギと呼 ん

でいる。基岩である花歯岩の地質的特徴か ら,屋 久島の森

林土壌 には養分が少ない。 さらに台風 の巻 き風 によって枝

葉 を折 られてしまうことも多 く,生 産性が低 く成長のスピー

ドが抑え られ,ヤ クスギ材は年輪の詰まった材 になる。 ま

た,ヤ クスギの生育す る標高600m以 上 の森林で は,年 間

を通 して多雨な気候的特徴か ら水分が膜 を張って脂が抜 け

に くいため,通 常 スギに比べた場合,樹 齢500年 以 下の コ

スギで も2倍,ヤ クスギに至っては6倍 近 くの樹脂が含 ま

れている(森 田 1991;森 田 1996;石 崎 1997)。 この よう

な理 由か ら,ヤ クスギは枯死 または風倒後 も腐 らず に数百

年存在 し続 けるほ ど材質が優れる。 さらに,樹 脂が溜 まっ

ていた り,腐 れやシ ミが顕著であったりするなど独特な特

色が多 く,心 材は黄茶色,赤 茶色 で鶉杢 と呼ばれ独特の杢

目は高 く評価 される。

こうした特徴か ら屋久島固有の財産であるヤ クスギ材は

高価 な銘木 として古 くか ら利用 されて きた(石 崎 1997)。

屋 久 島では米があま りとれなかったことか ら,平 木 とい う

屋根 を葺 く際 に用いられた幅10cm,長 さ35～40cmの 短 冊型

に加工 したスギの薄板 を年貢 として納めていた。屋久杉土

埋 木対 策協議会(1996)に よ ると,「 江戸時代 を通 じて平
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写真-1林 内の土埋木

木は貢租として生産され,真 米1石 が平木140束(1束 は

100枚)に,小 麦1石 が同52束,大 麦が同26束等々に換算

された」 とある。現在ではヤクスギ工芸品として屋久島振

興の大きな役割を担っている。

屋久島の森林は 「屋久島の傑出した自然の特徴として,

樹齢数千年に及ぶとされる直径3～5mに も達するヤクス

ギがあげられ,老 齢の巨樹林は生態的にも形態的にも世界

的に貴重な天然林と考えられる」などの理由から世界自然

遺産に登録された。森林植生の学術的価値と貴重性から現

在ヤクスギの立木は禁伐となっており,土 埋木がヤクスギ

工芸品の唯一の原料である(松 本1997)。 土埋木とは過去

のヤクスギ生産において伐倒後に利用されず捨てられたも

の,造 材後に残された梢端部,あ るいは切 り株や風倒木の

ことである(九 州森林管理局1994)。 江戸時代を通してヤ

クスギの主生産物であった平木は,繊 維のまっす ぐな幹部

分で生産され,根 張りのある根元付近は平木製造には適さ

なかった。チェーンソー導入以前は地際から3～5mの 位

置にやぐらを設置して伐倒作業が行われた。その結果,残

された切 り株や木目が不揃いな部分は林内に放置され,現

在の土埋木となっている。また,屋 久島は台風の常襲地帯

に位置するため強風による風倒木も多く,そ れらも土埋木

として利用されている(吉 良ほか1998)。 しか しながら近

年,そ の生産現場の奥地化と土埋木資源の減少から,資 源

供給可能性の見通しやそれに基づ く利用の在 り方を検討す

る必要がある(寺 岡2009)。 そこで本研究では,ヤ クスギ

並びに土埋木の生産と利活用の変遷に関して整理するとと

もに,現 在の土埋木の生産と利用の実態を明らかにし,土

埋木の抱える問題点について考察することを目的とする。

調 査 地 及 び 調 査 方 法

1.調 査地概要

本研究では,屋 久 島全 島における土埋 木の生産 ・利活用

について検討 を行 うため,調 査地を屋久島内における屋 久

島国有林管 内の全域 とした。屋久島は,鹿 児島市 の南方約

135km,九 州 本土の最南端 ・佐多岬の南方約60kmの 海 上に

ある。約1,400万 年 前(第 三紀の終わ り)に 花 闘岩がせ り

上が り,熊 毛層群の割れ 目に入 り込み,押 し上げ られ,海

面に姿 を現 した。全島面積 は504.88km2で 周 囲132kmの ほ ぼ

円形であ る。 その中心部 は,九 州最高峰 である宮之浦岳

(1,936m)を 筆 頭 に,標 高1,000m以 上 の山が45座 以上ある

山岳部分で多 くを占め られていることか ら,洋 上 アルプス

と呼ばれてい る。通常1,500mを 超 える奥 地地域 を 「奥岳

地域」,そ の周辺の斜 面で海洋に向いた斜面を 「前岳地域」

と呼んでい る(吉 良ほか1998;熊 本営林局1982;熊 本 営

林局1987b;九 州 森林管理局1996)。 屋 久島の花歯岩は屋

久島花歯岩 と呼ばれ,長 さ10cmを 超 える乳 白色の大 きな正

長石 の半鐘 を含むのが特徴である。

気象 は多量な雨が特徴で,年 間平均降水量 は平地 で約

4,400mm(山 間 部は8,000～10,000mm)と,日 本 の年 間平

均降水量(約1,600mm)の2倍 をはるか に超 える量で,そ

の半分近 くが5月 から8月 に集中す る。気温 は,亜 熱帯に

位置 しているため,平 地では年間平均気温約20度 と温暖だ

が,屋 久島においてはその標高差により亜熱帯か ら冷温帯

の植生分布がみ られる特異性か ら,山 岳部では冬季 には積

雪 もみ られる。

2.調 査方法

ヤクスギ生産の変遷 に関 しては,ヤ クスギの伐採履歴 や

土埋 木の扱 いに関する文献資料(吉 良ほか1998;熊 本 営

林局1939;熊 本営林局1963;熊 本 営林局1982;熊 本 営

林局1987a;熊 本 営林局1987b;九 州森林管理局1994;

九 州森林管理局1996;高 田2007;屋 久 杉土埋木対策協議i

会1996)を 基 に して時系列に整理 した。

土埋木の資源量 とヘ リ集材の実態 に関 して明 らか にする

ため,土 埋木生産事業体や屋久島森林管理署等へ土埋木生

産に関する実態の聞き取 り調査を行 った。加 えて,屋 久島

森林管理署が実施 した土埋木賦存箇所現地検討会並 びに土

埋 木等勉強会,生 産事業体の土埋木資源量現地踏査やヘ リ

集材作業の安全対策打ち合 わせ,2010年12月4日 か らの土

埋 木のヘ リ集材に同行 し,林 内での土埋 木生産の現状調査

やヘ リ集材 による土埋木の生産の実態 を調査 した。かつて

のヤクスギ伐採の前線基地であ りヘ リ集材以前か ら土埋 木

生産が盛んに行われていた小杉谷地 区の集材の変遷 に関 し
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ては,屋 久島森林管理署の内部デー タを基 に架線集材 とヘ

リ集材 に分 けて整理 した(寺 岡2009)。 なお,土 埋 木賦存

箇所現地検討会は屋久島国有林80林 班で行われた。 また,

生 産事業体 の土埋木資源量調査 は31,227林 班,ヘ リ集材

は87,88林 班 において土埋木生産業者に同行 し,生 産活動

の現地調査 を行った。土埋木の販売状況 に関 しては屋久島

森林管理署の2003年 か ら2011年 の販売結果 を基 に,委 託販

売 と公売で単価 と材積 か ら販売額 を求めた。屋久島の木材

販売量の推移に関しては,屋 久 島森林管理署の業務資料 を

基 に分析 した。

土埋 木推定賦存地域 の推測に関しては,ヤ クスギの生態

的特徴(熊 本営林 局1982;熊 本 営林局1987b;九 州 森林

管理 局1994)や 伐 採歴(熊 本営林局1982;熊 本 営林局

1987a;熊 本 営林 局1987b;九 州 森林管 理局1996;寺 岡

2009),土 埋 木の利用の変遷(九 州森林管理局1996;寺 岡

2009)に つ いて整理す ることで土埋木推定賦存条件 を定め,

2004年 度の森林計画図を基に現在の土埋木推定賦存地域 を

推定 した。

結 果 と考 察

1.屋 久島におけるヤクスギ生産の変遷

1642年 に儒学者の泊如竹の献策 により,ヤ クスギの組織

的な伐採が開始された(熊 本営林局1982)。 そ れ以後の200

年 余 で,現 在では一般 にコスギと呼ばれる当時における樹

齢500年 未 満 の屋久杉 の大部分 は伐採 されたこ とか ら,現

在樹齢300～800年 の ものはあま りない(九 州森林 管理局

1996)。1728年 には屋 久島手形所規模帳の布告 によ り,ヤ

クスギの過伐による生産抑制のために伐採か ら搬出 までを

厳 しく規制する とともに,平 木として上納 させ米 と交換す

る等,一 種の専売制度を施行 した(熊 本営林局1982)。

1921年 の 農商務省山林局長通牒 により,地 域住民の利益

となるよう特別作業級を設け,イ ンフラの整備 を図るといっ

た,地 元住民の民政安定,生 計 の維持向上等の発展に資す

る内容の 「屋久島国有林経営の大綱」いわゆる 「屋久島憲

法」 を通達 した(熊 本営林局1982;屋 久 杉土埋木対策協議

会1996)。1921年 の 第1次 施業案編成にあた り,ヤ クスギ

保護のため,屋 久島第一保護林(愛 子岳地域1,306ha),屋

久 島第二保護林(国 割岳か ら石塚山地域3,107ha)を 設 置

し,1924年 にはそれ らを天然記念物に指定 し,ヤ クスギを

「再生不可能な国宝的存在」 として これを禁伐 とした(熊

本営林局1982;熊 本 営林局1987b)。

ヤ クスギを後世 に残 そうという考えが失われたのは1951

年 の 第4次 経営案か らである。戦後復旧の本格化 に伴い,

奥 岳地域の大部分が森林 開発地域 に編入 された。1958年 に

チェーンソーが導入されてからは根元から伐採することが

可能になり,林 地残材の量は激減した。翌1959年 の第1次

経営計画ではヤクスギを特別に扱う表現は消え,伐 採も皆

伐となった(熊 本営林局1982)。 しかし,1964年 に霧島屋

久国立公園に指定され,1969年 には元科学技術庁審議官藤

村重仕氏を団長とする調査団の調査が行われた。第1次 施

業計画では,こ の調査結果を基に森林への配慮や保護区域

の拡大が盛 り込まれ,1973年 ごろから伐採量は減少傾向を

示し始めた(熊 本営林局1982)。1975年 に原生自然環境保

全地域が指定され,1976年 には宇都宮大学名誉教授大政正

隆氏を団長とする調査団の調査に基づき,自 然保護に配慮

した森林施業や皆伐林分の伐期60年 などを盛 り込んだ第3

次地域施業計画が定められた(熊 本営林局1982)。1981年

の第4次 施業計画では樹齢1,000年以上のヤクスギを全面

禁伐とし,コ スギのうちヤクスギ後継樹を保残することに

した。ヤクスギ分布区域及び生育推定区域に択伐用材林施

業団地を設置 し,群 状択伐を主体 とした天然林施業を実施

することが盛 り込まれた。

一方,土 埋木の生産は1966年 から始まったが,当 初は国

有林の正規の生産事業ではなく、利用されない土埋木を有

効に利用するために生産を始めたということであった。作

業効率や採算性などを優先 し,銘 木価値の高い倒木や搬出

しやすい場所にある切 り株の優良木に限られており,生 産

量のデータ等も残っていない。正規の事業として土埋木の

生産が始まったのは1975年からである。当初は支障木とし

てコスギも含めた生立木なども同時に生産 ・販売 していた

が,2002年 から生立木の伐採が原則的に禁止され,2006年

からは土埋木のみの販売となっている。販売量の推移を図一

1に 示す。1963年 度から1974年度は生立木と土埋木の区別

がなく,両 者を合わせた販売量である。1975年 度から土埋

木のみの販売量 も示 した。土埋木生産量として明らかな

1975年度以降の累計販売量は47,844m3であった。1965年 度

の販売量が前年比69.1%と 大きく減少 しているのは1964年

生立木を含む合計

土埋木

図-1ヤ クスギ ・コスギ生立木と土埋木販売量の推移
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写真-2土 埋木の造材作業

林班界 架線集材終了 ヘリ集材終了

図-2小 杉谷における集材の変遷

に霧島屋久国立公園の指定があったことによるものである

と考えられる。また,1974年 度の販売量が前年比64.3%減

少 したことに関しては,先 述の1969年 の自然保護調査団の

調査結果によって施業計画が見直され、1975年 に第2次 施

業計画に移行 したことが関係すると考えられる。樹齢1,000

年以上のヤクスギ禁伐 となった1981年 も販売量は減少して

いる。1987年 以降の販売量は一貫して減少傾向にある。

かつてヤクスギ林伐採の前線基地であった小杉谷地区に

おいては,土 埋木に関しても盛んに生産が行われた。そこ

で小杉谷地区における土埋木生産の変遷を明らかにした。

土埋木の生産は主に架線集材によって行われてきたが,

1985年ごろからヘリコプターによるヘリ集材が行われるよ

うになってきた。図-2は 小杉谷地区で生産された土埋木

をヘリ集材と架線集材で色分けした図である。この図から,

架線集材で利用するトロッコ道に近く集材が容易な箇所か

ら架線集材が行われており,架 線集材の生産箇所は徐々に

小杉谷地区から奥地化 し,ト ロッコ道からも離れている傾

向にあった。一方,ヘ リ集材は屋久島特有の微地形によっ

てホバリングが困難な箇所を除いて集材箇所の制限がない

ため,奥 地化が進んだ現在ではヘリ集材に依存 している。

しかし,ヘ リ集材は比重の大きい土埋木の性質や屋久島の

特殊な地形によって,コ ス ト・危険度が高 く,今 後生産が

難 しくなることが予想される。

2.土 埋木の生産の現状

土埋木生産は林内の利用可能な材の林内踏査調査から,

林内での造材,ヘ リ集材,土 場から貯木場への輸送,種 積

み,さ らには土埋木の評価に至るまで特定の事業体に強 く

依存している。さらに造材やヘリ集材作業は,土 埋木の特

殊な性質や急峻で特異な屋久島の地形,特 異地形による変

化に富んだ気象条件を十分に理解することが必要であるた

め,危 険かつ困難な作業である。

ここで,土 埋木生産事業体と屋久島森林管理署への聞き

取りによると,土 埋木生産事業体はヘリ集材の行えない夏

季に林内を踏査し,そ の資源量を調査する。土埋木の存在

箇所は過去の施業履歴や既搬出箇所,屋 久島の地形を十分

に把握しておかねばならない。発見された土埋木はヘリ集

材が可能な大きさに造材 される。土埋木は他の木材とは大

きく性質が異なり,比 重が大きいことや樹脂の多さ等,土

埋木に関する理解がなければ作業ができない。土埋木の比

重は最大で5程 度と大きいため,ヘ リの積載能力が最大と

なる,気 温が低 く気圧が高い冬季にしか行うことができな

い。しかも,気 温の低い早朝ほど材を吊る力が強いため,

材を吊る順番も非常に重要である。土埋木を吊るワイヤー

は短いほど積載可能量が大 きくなるが,短 すぎるとヘリか

ら吹き下ろされるダウンウォッシュはより強 くなり,作 業

の危険が増すことになる。現在,生 産に利用されるワイヤー

の長さは15～20mで あるが土埋木を吊る能力やリスクを考

慮した限界の長さである。他の林業地域のヘリ集材では,

山の雲霧状況で生産作業が可能かどうかの判断が容易であ

る。しかし,屋 久島の変化に富んだ気象条件の下では,急

に雲霧が流れてきたり,集 材現場で雲霧が発生したりする

こともしばしばで,屋 久島におけるヘリ集材を困難として

いる。他にも,ヘ リの重量に強く関係する給油のタイミン

グ,材 の存在する標高,小 地形などを考慮の上に作業が実

施されている。このように土埋木生産には特殊な条件が多

く経験が必要なため,代 替事業体はなく,脆 弱な生産体制

と言わざるを得ない(高 田2007)。

ヘリが土場から集材現場までの往復に要する時間は5～

10分である。その間に地上では次に吊りあげる土埋木まで

移動 して準備する必要がある。したがって,移 動時間を考
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慮 して作業できる50m間 隔くらいに土埋木がなければ効率

的な集材はできない。現在使っているヘリでは吊り荷の重

さを計測することができる。最大で3.8tの 積載が可能で,

吊り荷の重さに関わらず燃料消費はほぼ同じである。給油

のインターバルは1時 間弱で,給 油ごとに約10回のフライ

トが可能なので,1日 あた り60回程度の往復運搬をする。

したがって,現 在のヘリ集材では一集材箇所で,あ る程度

の土埋木量(60回 程度分)が まとまらなければ,ヘ リ集材

での生産対象にならない。逆に,生 産費を度外視するなら

ば,出 材可能量はより多 くなると言える。さらに,空 洞あ

るいは伐倒時での割れなど,単 に長さや材積だけではなく,

土埋木がどのあたりから空洞になっているのかという判断

や生産技術次第で材の評価が変わる。現在,土 埋木は主に

2mに 採材 しており,端 材が多く発生するものの,そ れら

は集材対象とはなっていない。

現在は購入者にとって参加しやすい安房の貯木場で公売

されている。以前は山土場で販売されていた。現在利用さ

れている貯木場は海に隣接しているので,土 埋木は風雨に

曝され,直 射日光を受けて乾燥 しやすく,品 質管理に問題

があると言える。

また,土 埋木の検知は日本農林規格によって定められた

方法で行われるが,現 在の農林規格では空洞や傷に対 して

十分に評価できず,正 確な材積を導くことが困難であると

のことであった。また,先 にも述べたがヘリ集材は非常に

コス トが高いので,土 埋木が林内に存在 していても生産コ

ストに見合わず生産できないという状況も多くあるとのこ

とである。

3.土 埋木の販売状況

土埋木の販売は公売と委託販売及び事業協同組合等への

販売に分けられる。公売は屋久島島内において森林管理署

が行い,委 託販売は鹿児島市内での民間市場で行われる。

両販売方法とも毎回の市で価格の付き方が異なっており,

一概に比較することは難 しい。しかし,委 託販売は地理的

に多 くの加工業者が参加 しやすい環境にあるため,価 格競

争が激しいと言える。2003年 以降の公売と委託販売におい

て,1m3あ たりの平均販売単価を図-3に,土 埋木1椪

あたりの平均販売額を図-4に 示す。土埋木の販売は競争

入札であり,入 札に参加する加工業者の状況などによって

バラつきがあるが,平 均販売単価,販 売額ともに低下傾向

にあると言える。

販売単価は土埋木lm3あ た りの金額で,平 均販売額は

販売単価に材積を掛け合わせた金額であり,購 入者が実際

に支払うのは販売額である。2011年3月9日 の委託販売結

果では平均販売単価が311,517円,平 均販売額が360,806円

委託販売

公売

図-3公 売と委託販売における平均販売単価の推移

委託販売

公売

図-4公 売と委託販売における1椪 あたりの平均販売額
の推移

であった。1.512m3の 同 じ材積 であった2つ の土埋 木を比

較する と,一 方は単価111,000円 で販売額 は167,832円 とな

り,も う一方 は単価710,000円 で 販売額 は1,073,520円 と大

きく異 なっている。 この ように材積が同 じであっても,実

際に支払 う金額は単価 によって大 きく異なるため,材 積 が

1並あるいは1つ の販売額に与 えている影響 は相対 的に大 き

くない。 より価値 の高い商品に加工で きる材 に高い値段 が

つ くと言える。つま り,販 売金額はどの ような商品に加工

で きるか という材 の利用方法 に強 く依存 している。

また,加 工者の視点か ら土埋 木販売に関わる要因に関 し

て明 らかにす るため,鹿 児島県木材銘木市場協同組合では

販売の状況 と加工業者の利用 に関しての聞き取 りを行った。

ヤクスギ加工業者は,板 材 などの一次生産物 を作 る業者,

机 や仏壇等の比較的大型の加工品を作る業者,箸 や皿等の

比較 的小型 の加工品を作 る業者の3つ の タイプに分類で き

た。この うち主に販売 に参加するのは先に述べた2つ の業

者で,小 型 の加工品を作 る業者は大型の加工品 を生産する

業者が出す端材 を購入 して生産を行 っている。加工業者は

土埋木 を多 く購入 した翌年 は購入す る量を減 らす傾向にあ
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るとの ことであった。つ ま り,同 一の購入者で も年によっ

て購入す る量には大 きな差があるとい うことが言 える。

現在の土埋木の利用 に関してこれらのことを総合すると,

土 埋木の生産や販売時には材積が重視され るが,ヤ クスギ

加工業者 は材質を重視 していた。

4.土 埋木賦存推定地域の推測

これ までヤクスギ土埋木の資源量に関す るデータは1987

年 に熊本営林局が 日本林業技術協会に調査委託 した 「屋久

スギ土埋木の資源量調査」(熊 本営林局1987)の み である。

当時の調査は空中写真 による林分判読 とコスギ ・土埋木の

生産量統計値を用いて屋久島全体での賦存量を推定 したも

のであった。これは倒木である土埋木の性質上,空 中写真で

の判別 とい う調査方法 に難が あ り,生 産可 能量107,695m3

とい う数字はあ くまで も賦存可能性 を示 したに過 ぎない。

ヤ クスギの取 り扱いは先述 したように歴史 とともに変化

してお り,現 在利用可能 な土埋木 はヤクスギの生態的特徴

と過去の施業履歴に強 く関係 している。そこで本研究では,

屋 久島林業の変遷 を整理 した結果や聞 き取 り調査 によって

得 られた情報を基 に整理 し,推 定賦存地域 を以下の ように

考 えた。

①正規 に土埋木の搬 出が始まった1975年 以 降に伐採 され

人工林化 した林分 は全 て土埋 木が搬出されているため,林

齢が35年 生 以下の林分 には土埋木 は存在 しない(熊 本営林

局1982;九 州 森林管理局1994)。 ②樹齢500年 以 下のコス

ギ天然林の未伐採林分は,土 埋木の上にコスギが倒木更新

していることが多いため生産は不可能であるが,択 伐指定

林 では生産可能 である(熊 本営林局1982;九 州 森林管理

局1994)。 また,③ ヤクスギ は標高600m以 上 に分布 して

いるので,土 埋 木 も標高600m未 満 には存在 しない(熊 本

営林局1982;熊 本 営林局1987a;熊 本 営林 局1987b;九

州 森林管理局1994;九 州森林管理局1996;高 田2007)。

④ 生産 に関しては屋 久島全 島(504.88km2)の21.3%に あ た

る107.47km2の 世 界 自然遺産地域 と森林生態系保護地域の

保全地 区(96.01km2)で は生産活動を行 うことが禁 じられ,

森 林生態系保護地域 の保全利用地 区(55.85km2)も 厳 しい

利用条件が定め られているので,生 産不可能地域 となる。

この ような条件下において,2004年 度の森林計画図を基

に国有林 における現在の土埋 木推定賦存地域 を抽出 した。

以下 に示す図-5は 上記の条件 を基に土埋木の推定賦存地

域 を着色 した もので、黒色の地域のみが土埋木の推定賦存

エリアである。推定賦存エ リアの面積は屋久 島全島の16 .7

%に あ たる84.31km2に な る。

しか しなが ら,土 埋木生産の履歴が不明であることから

既生産エ リアを抽出することができず,こ の図か ら既 に生

図-5土 埋木推定賦存地域

産された地域が除かれるので,図-5の 地域からさらに生

産可能地域は少なくなると考えられる。

ま と め

これまでヤクスギ土埋木の資源量に関するデータは,先

述の 「屋久スギ土埋木の資源量調査」のみで,そ の報告に

ある生産可能量107,695m3と いう数字が一人歩 きしてきた

感がある。この報告は長期計画樹立のための概略推計値で

あり,事 業計画に用いるべ き数値ではなかった。

屋久島国有林内に土埋木は少なからず存在するものの,

地理的に集中し,あ る一定以上の密度で存在しなければ,

コスト面から生産の対象とすることは難しい。また,短 材 ・

端材でも相当量存在するが,現 状のヘリ集材での生産は困

難である。さらに,世 界自然遺産に登録され国立公園特別

保護地区や国有林の森林生態系保護地域として保全対象と

なっている森林が多い。つまり,存 在していても利用に至

らない土埋木が相当量はあるものと推察される。

土埋木の利活用に関して,持 続性を考慮することは不可

欠である。しかし,こ れまで述べてきたように現在の土埋

木を取 り巻 く状況は極めて厳しい。

ヤクスギの立木は禁伐であるので,再 生困難な資源であ

る土埋木は,今 後利用されればされるほど生産可能量は減

少してしまう。気象の変化に富む屋久島においてヘリ集材

は危険度 ・コス トがともに高い。土埋木生産活動における

特定事業体に対する過度の依存から代替事業体はなく,生

産体制は脆弱であると言わざるを得ない。空洞を十分に評

価しきれていない検知の方法や,杢 に対する付加価値への

評価の仕方など,土 埋木に対する評価方法が十分であると
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言 えない。販売方法に よって価格差があ り,土 埋木の持つ

価値 を十分 に活かしきれていないことなど,多 くの問題点

があ る。

有限な資源である土埋木 を長 く利用 してい くためには,

生 産,利 用の両面で工夫が必要である。例 えば,土 埋木生

産 においては利用 目的や需要に応 じた生産 を行 うことによ

る資源の有効活用や,こ れ まで生産対象 になかった端材等

を生産す ることによる材積の確保,土 埋木や事業体に対 し

て高い評価 をすることで生産価値 を高めるなどが考え られ

る。土埋木の利用においては,貯 木場の改善による売れ残 っ

た土埋木の品質管理の徹底や より高い評価を生む販売方法,

土埋木 を利用 した高付加価値商品の開発 なども必要である。

しか し,多 くの問題は従来の土埋木生産の システム上にあ

り,現 実的 には早急な改善は困難であ り,今 後 も土埋木の

利活用に関して検討 してい くことが必要である と言える。
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品の唯一の原材料である。鹿児島の重要な伝統工芸である

ヤクスギ工芸品の原材料 は土埋木に依存 しているが,そ の

生産の実態 はほとんど明 らか になっていない。そこで本研

究では,1970年 代 から始 まった とされる土埋木生産の歴史

的展 開と現状 を,国 有林 のデー タや生産事業体へ の聞 き取

り調査,生 産箇所 の現地調査 を基 に明 らかにした。その結

果,土 埋 木の生産はコス トの問題や賦存量 の減少か ら持続

的な生産が困難になってお り,評 価や販売 などにおいて も

問題 を抱えていることが明 らかになった。また,土 埋木賦

存推定地域 は屋久島全島の17%で あ ったが,生 産の履歴が

不明であるため,生 産可能な地域 はさらに少 ない と考え ら

れる。今後 も土埋木の利活用 に関 して検討 してい くことが

必要 である。
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